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 鈍
どん

刀
とう

をいくら磨
みが

いても  無駄
む だ

なことだというが 

  何もそんなことばに 耳を貸す必要はない せっせと磨くのだ 

刀は光らないかもしれないが  磨く本人が変わってくる 

  つまり  刀がすまぬすまぬと言いながら 

磨く本人を  光るものにしてくれる 

  そこが甚
じん

深
しん

微妙
みみょう

の世界だ  

 だからせっせと磨くのだ       ＊坂村
さかむら

 真
しん

民
みん

 詩「鈍刀を磨く」 

 ここアブダビに来てからは、知る人は少ないが、私の特技は剣道である。高校の剣道部に入部

以来 4７年が経つ。高校 2 年で初段、大学で二段と三段、上京し教員になってから剣道部顧問と

して生徒指導しながら四段、そして五段と昇段した。結婚し家庭をもってからも稽古は続け、30

代で錬士
れ ん し

六段、40 代で教士
きょうし

七段となった。50 代で最高位の剣道八段の昇段審査(合格率 1％の超

難関試験)に毎年挑戦し続け、毎年不合格し続けた。体力気力の限界を感じつつ、そのまま教員の

定年を迎えた。そして今、3 年ぶりにアブダビ日本人学校剣道スポーツ教室再開。久しぶりに可

愛い少年剣士たちと共に竹刀
し な い

を握っている。 

 うまくも強くもない一剣道愛好家だが、唯一の矜持
きょうじ

がある。30 歳のときから、剣道の真髄
しんずい

を学

び直そうと「日本武道館」で本格的に剣道修行の道に入ったことだ。今やコンサートイベント会

場として有名な日本武道館は、元々昭和 39 年東京オリンピックの柔道会場として、世界遺産法隆

寺の夢
ゆめ

殿
どの

を模して建立された我が国の伝統文化「武道」の総本山。ここは斯界最高の剣道師範が

元に立ち、「優勝劣敗」「合格不合格」「上手下手」にこだわり迷う私たち一般剣士の変剣を捌
さば

き難

剣を諭
さと

し、「正しい剣道」を「竹刀という剣」を用いて厳しく教授する日本一の道場である。ここ

で剣の理法の修錬を積んだおかげで今の私があると思っている。 

 興味本位で歩み始めた剣の道だが、今の私にとっては学校での仕事や日常生活の支え、健康の

源、心の拠り所となっている。いつでも、どこでも、誰とでも仲良く、楽しく、正しく剣道はで

きる！ 

 剣友が SNS で冒頭の詩を送ってくれた。日本武道館での稽古終了後、「この詩を師範(範士
は ん し

八

段)が黙想(もくそう)後の訓話で紹介されたよ」と。 

 そう言えば、日本武道館の師範や剣友に「日本を離れても剣道の稽古は続けます！コロナで規

制されたなら、一人でも素振りくらいは続けます。」などと宣言してきた私だった。が、本当に恥

ずかしながら、そのどちらも満足にできていない。 

 「鈍刀は、せっせと磨くのだ。」の言葉は、剣道の技
わざ

のごとく私の心に「突
つ

き」刺さる。 
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 ＜避難訓練＞ 

 ６月 7 日(火)不審

者対応の避難訓練を

実施。写真は 2 次

避難で校庭に集合し

安全確認をしている

場面です。 

＜第 1 回英語検定・漢字検定＞ 

6 月 5 日（日）英語検定、6 月

19 日（日）漢字検定を久しぶり

日本人会オープン参加で本校を

会場に実施しました。写真は英

検受験(4 級)の様子です。 → 

       <体験学習・茶道教室> 

6 月９日(木)G6 の児童は、構内 C 棟にある日本文化センターで

茶道教室を体験しました。裏千家茶道師範平岩様のご指導を頂

きました。裏千家では茶道(ちゃどう)と読むそうです。千利休が

唱えた「和 敬 静 寂」の説明に始まり、礼法や作法等一通り体

験学習しました。貴重な日本の伝統文化学習となりました。↓ 

＜スポーツ教室再開＞ 
 6 月 6 日(月)より 3
年ぶりにスポーツ教室
が再開されました。学
校の授業(教育活動)終
了後、PTA(保護者)の
企画運営の下に、本校
体育館や校庭でサッカ
ー、バスケットボー
ル、剣道、卓球を選択
した児童生徒たち。そ
れぞれ元気いっぱいの
活動が始まりました。
コロナ以前の活気が放
課後の学校にも戻って 
←   きました。 

↑＜エミラティ卒業生活躍！＞ 

 アリー アルマンスーリ君(東海大

高輪台高校 2 年)が東京都高校生弁

論大会(日本語部門)で準優勝に輝き

ました。コロナ規制下待ちに待って

渡航したアリー先輩。高校生活充実

していますね。おおめでとう！ 


